
街区公園計画図「わ」のある公園
計画地の周辺には、住宅地のほか、大学、センター、幼稚園、介護老人福祉施設、
行政施設用地、誘致施設用地が予定されており、幅広い年齢層の人々が利用する
と考えられる。そこで、異なるコミュニティの人々に公園での様々な活動を通して、
新たな交流が生まれることを意図した。
そして、どの世代の方でも居心地の良い、楽しい公園にしたいと考えた。

計画地及び周辺地図

斜面では公園の利用者にそれぞれ好きな過ごし方を楽しんでもらえる。
急なところを駆け上がったり、草スキー、樹木の陰での一休みや高い場所で写生や読書など、
自由に過ごすことから新しい公園の使い方を発見できる。
また、散歩中やランニングの途中に気軽に利用できるように公園内を一周できる園路沿いに健康器具や四阿を配置した。

公園の７割ほどは起伏のある芝生、南側に円形の広場を設け、３ヶ所の出入り口から園内を一周する園路を敷いている。
北側は、樹木を多く植えることで外から見ると森のように感じられる。
公園内でも森林浴を楽しみつつ散歩や運動ができ、南側の開放的なエリアとの違いも楽しむことができる。
全体が中に向かってすり鉢状になっているため斜面で過ごす人や広場で遊ぶ子供達が自然と目に飛び込んでくる。
「あちらでは何ができるのだろう」と他の人の行動に興味を持つきっかけにしたいと計画した。　

集いの広場では、ボール遊びなど
平地ならではの遊びができる。　　
さらに、座る、上に立つ、飛び越えるなど
様々な使い方もできるブロック状のベンチを
広場と芝生の境界に沿う形で配した。
また、子供向けの遊具は大人の目が届きやすい
広場の近くに集中させ、安全面にも配慮した。
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テーマは、「わ」のある公園。
会「話」、「わ」らい声、人との「輪」、自然に「和」むなど、
公園で人々が他の人やもの、自然に関わる時に発生する
行為や感情を「わ」という一音に込めた。
公園を利用することで生まれる「わ」が公園の外にまで広がり、
地域での暮らしをより豊かにするきっかけとなるよう計画した。
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